
つぶやきが地域住民の思いや活動を呼び起すこと 

を知り、その方が地域にあったサービスになるの

だと感じました。 

他にも昼間は放課後デイ（障がい児デイサービ

ス）で使っている場所を、夜は大人の居場所（居

酒屋）として使い、年齢や障がいのあるなしにか

かわらない「場」づくりを行っていると話されて

いました。地域の「場」づくりは、遊び心が制度

の枠を超える要素だと気づきました。 

 また講演の後「まかさん会」を体験してみよう

とのワークショップを行いました。「自分が誰か

に助けて欲しいこと」、「自分はこれで誰かを助け

ることができること」2 つの事柄を書き出してい

き、つぶやきの拾い方、声の聞き方を体験しまし

た。 

できないマイナスの視点ではなく、できること

もあるというプラスの視点の声を拾うことの大事

さを体感できました。 

北芝の実践である困りごとを共有する「つぶや

き拾い」から、してされてが繰り返されるまちづ

くりの実践は、私たちがすすめる「共生循環型地

域社会づくり」と共通した視点が多くありまし

た。一宮でも、まずは多くの人とつぶやき拾いか

ら始めたいと思いました。    （だいどう） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   3 月 11 日（火） 楽笑カフェ 田辺集会所 遠足 

  3 月 12 日（水） 山田さくらの郷サロン 山田さくらの郷 淡路市在介のお話 

 3 月 13 日（木） 江井サロン 江井コミセン ボッチャ大会 

  3 月 15 日（土） 撫サロン 撫集会所  遠足  

  3 月 17 日（月） 桜みちサロン 西集会所 遠足 

 3 月 18 日（火） 多賀サロン 多賀集会所 ボッチャ大会 

 3 月 24 日（月） 山辺サロン 入辺集会所 ビンゴゲーム・茶話会 

 3 月 25 日（火） 浜ちどりサロン 尾崎会館 淡路市保健師さんのお話 

 3 月 27 日（木） あひる倶楽部サロン ふれあい館るぽ ボッチャ大会 

 ４月 3 日（木） 明神サロン 明神集会所 お楽しみ 

 ４月 ７日（月） 深草サロン 深草集会所 お楽しみ 

 ４月 10 日（木） 江井サロン 江井コミセン ホウ酸団子作り 

２月６日(木) 一宮ふるさとセンターにて「一宮

地区人権福祉講演会」が行われ、講演会に参加し

ました。 

講演会では「人権が尊重された住みよい地域を

めざして」と題して、（特非）暮らしづくりネッ

トワーク北芝（箕面市）の 

中村雄介さんから、住民 

の声を聞くことの大切さ 

についてご講演いただき 

ました。 

地域の若者と元気なお年寄りがお互いに力を合

わせて、地域の何でも屋「まかさん会」をはじめ

た話では、心がしんどい人や高齢者を「できない

人」にするのではなく、お互いに力を合わせるこ

とで「できること」がたくさんあると教えていた

だきました。 

また、一人で食べることに不安があるという住

民のつぶやきから、もっと多くの人が不安を抱え

ているのではないかと聞き取りをして、その声を

まちづくり活動に関わる人に届けたそうです。そ

れがきっかけとなって、お弁当を受け取ったり、

一緒に食べることができる場を作ったりと柔軟な

活動が生まれたと話してくださいました。 

この話を聞いて、制度や政策ではなく、本人の 

編集・発行：淡路市社会福祉協議会 

地域支えあいセンターいちのみや 

淡路市北山７１２  
電話：0799-85-2040 
ＦＡＸ：0799-85-2240 

第１８４号   

２０２５年 
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この広報誌が不要になった場合は、資源ゴミの「その他の紙類」としてリサイクルにご協力お願いします。 

 

 
 
☆日時 ３月 10 日（月）10：00～ 

☆場所：ゆうゆうライフ（北山） 

☆かおりの丘在宅介護支援センター       

0799-86-0668（担当 清水） 

☆ゆうゆうライフケアプランセンター 

0799-85-2040（担当 坪井） 

認知症を支える家族のつどい（いちのみや）

 
 
★日時：３月１３日（木）10：30～ 

★場所：cafe＆restaurant izana (伊弉諾神宮前)  

★対象：介護をされている又は介護されてい

た男性 

★食べ物、飲み物は自己負担となります 

★ゆうゆうライフケアプランセンター 

85-2040（担当 坪井） 

男性介護者交流会

この広報誌は、皆さんからお寄せいた
だいた「赤い羽根共同募金」の配分金
の一部を活用して発行しています。 

 
 

４月から勤務できる方募集中  
◎子育てや介護との両立も大丈夫。 働くママさん応援 

◎施設・事業概要見学は随時受け付けています! 

①デイサービス介助員  パート・嘱託(一宮) 

※介護福祉士優遇 

② 障がい者(作業所)支援員パート 

①、② 1,088円/時～ 資格所有者優遇!!   

(ヘルパー1,１38円・介福 1,1５８円) 

③送迎運転員パート（北淡）  1,088円/時～ 

④ケアマネージャー(北淡・一宮) 

嘱託職員   190,000円/月～ 

パート     1,200円/時～ 

お電話でお気軽にお問い合わせ下さい。 

淡路市社協 656-2132 淡路市志筑新島 5-1 

なぎ、やまさき TEL 62-5214 

みんなの集い場 

『自分さがしの森』

来てみません

【 開催日時 】 令和 7年 ４月４日（金） 

【 開催場所 】 プレイパーク冒険

１０：００～１４：００ 

（淡路市楠本 314） 

4月は「ハヤシライスづくり!?」 

リクエストにお応えして米を炊き、具材を切

って煮込んで、おいしいハヤシライスづくり

に挑戦！ 参加費：５００円（材料代） 

 

 

日 時：令和７年３月２５日（火） ～ ３月３１日（月）   

時 間：１０時～１５時 （応相談） 

対 象：一宮地区の小学生  

昼 食：お弁当持参                                            

申し込み先：ゆうゆうライフデイサービスセンター  

電話：85-2040 森まで 



カメラマン 加納幹夫さんに学ぶ第 2 回目 

１回目の講座では、スマホは望遠が苦手です

が、写真を自動補正してよりきれいに仕上げてく

れているなど楽しい話が満載でした。 

 ２回目は今までの自分の撮った写真を、より 

一層きれいに撮る構図について学びます 

 

 

時 間：１３：３０～１５：００ 

場 所：ゆうゆうライフ 

持  ち  物：スマホ、デジカメなど 

締 め 切 り：３月１７日（月） 

問い合わせ先：淡路市社会福祉協議会 

地域支えあいセンターいちのみや    

電 話：８５－２０４０（うちこし） 

３月１９日（水） 構図の基礎知識 

４月１６日（水） 撮った写真の加工の仕方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１４膳目では、業務用の冷凍食品の試食会と、

保存食の使い分けをして調理を簡単に出来る話を

しました。 

１５膳目は、『干し野菜で出来るレシピ！』 

みなさんの参加をお待ちしています。 

●内 容：１5 膳目 『干し野菜レシピ』 

●日 時：3 月 14 日（金）13:30～15:00 

●場 所：一宮公民館  

●申 込：85-2040（担当 打越、高崎） 

 

 

 

 

かおりの丘デイサービスセンターでは２月は

節分豆まき、お菓子作り、カラオケ大会など、

室内での活動を楽しんでいただきました。 

３月に入りこれからの時季、暖かい日には、

外気浴など屋外で過ごして 

いただくレクリエーション 

を企画していきたいと考え 

ています。      

また、６月には『丘の上の 

げんきラボ＊かおり＊』の開催を予定しており

ます。（健康体力測定、喫茶コーナーなど・・。） 

詳しい内容については５月号でご案内できれ

ばと思っております。どうぞ宜しくお願い致し

ます。 

 

 

 

 

赤い羽根

「

3 月 なんでもチャレンジ予定 

 日 時 場 所 

簡単スマホ俱楽部 
3月 26日（水） 

10：00～ 
一宮公民館 

編み物俱楽部 
3月 3日（月） 

13：30～ 
社協いちのみや 

麻雀ファイト俱楽部 
3月 25日（火） 

13：30～ 
社協いちのみや 

男のまな板倶楽部 
3月 13日（木） 

10：00～ 
一宮公民館 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

フォトレッスン参加者募集

 

 ＊募金百貨店プロジェクト参加店舗＊   

(株)樫岡石油 様（生穂）(有)大正あん 様（志筑）            

 麺屋 ZOE 様（志筑）  一宮オイル(有) 様（多賀） 

 HAGI美容室 様（志筑） せきれいの里 様（多賀） 

 カットハウス ロング様（佐野 味心 晶 様（佐野） 

OKASHI LABO KUKULU 様（佐野） 

 CANDY SHOP ICE-UP 様（志筑） 

㈱ニコマート 様（育波）ひまわり作業所 

赤い羽根 募金百貨店「みんなの気持ちがぐ～るぐ

るプロジェクト」は、募金付き商品を企画された参加

店舗が、地域のためになる商品をアピールしながら、

淡路市の福祉活動を応援する、地域支援につながる新

しいカタチの募金活動です。1 月 1 日から 1 月末日

まで、合わせて  13 ,991 円 のご寄付をいただき

ました。お買い物いただいたみなさま、協力いただい

た店舗のみなさま、ありがとうございました。 

 

 

淡路市共同募金委員会では、能登半島地震

災害により被害を受けられた方々を支援する

ためにお寄せいただいた 淡路市二十歳の祝

典実行委員会 様からの義援金 4,272 円 を

石川県共同募金会を通じて、被災地へ寄付を

させていただきした。みなさまの 

あたたかいご支援、ご協力に感謝 

申し上げるとともに、被災地の復興 

を心よりお祈り申し上げます。 日時：  ４月４日(金) １４時から 16時半頃まで 

場所：  あいあい作業所  

内容：  輪投げゲーム、フランクフルト販売、ポン菓子 

販売など（内容は変更となる場合があります） 

お問合せ ☎０７９９‐８５‐２８８２まで 

 

 

 

 

 

 

「あいあいの節分」 

今年の節分は、保護者や 

地域の方よりいただいた 

焼きのりを使って、恵方巻 

き作りに挑戦しました。 

自分で巻いた巻き寿司 

を好きな具材をたくさん入 

れて、焼きのりの香りで美味しくいただくことができまし

た。これからも「食」を通じた楽しみや企画を考えていき

たいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回は、参加者作の竹籠、和竿などを

見せて頂き、素晴らしい作品に目を奪われ

ました。又、竹にまつわる話がまるで“雨後

の筍”のように…。 

今回も竹を材料にモノづくりをしている

人、竹で困っている人、竹に対する思いの

ある人等々、みんなで“ありったけ”おしゃべ

りしてみませんか！ 

竹について語りたい人、竹について知り

たい人、ぜひお待ちしています  

 

竹好き（の）

日 時   3 月 21 日（金）10：00～ 

 

場 所  尾崎ふれあい交流広場 

（旧尾崎保育所） 

参加費  100 円（お茶代） 

友人たちとファミリーレストランに出かけた時

の事。ランチを注文しようとすると、店員さんか

ら「こちらのタブレットで注文お願いします」

と。食後のコーヒーも「こちらのタブレットで

…」あ～時代だなと思いつつも何とか注文終了、

と思いきや「追加トッピング注文多くないです

か？」と“タブレット”以外の言葉を聞きまし

た。あ～やさしい店員さんに助けてもらいトホホ

ホ・・っと、そして支払いは、セルフレジ。 

とうとう淡路島でもかぁ～。あ～時代について

いけてないなぁ。取り残された感満載！ 

人手不足解消？ 分かるんだけどなぁ～。 

やさしい店員さんの笑顔一つで又利用しようと

思うのは私だけでしょうか！ 

            （6０代女性 尾崎） 

 


